
る
が
今
日
細
<=･:紐
解
撰
'
出
発
政
銘
な
ど
の
喚
問
が
あ
あ

こ
と
を
知

っ

た
な
ら
'
代
の
地
誌
塀
と
榊
す
る
も
の
は
何
分
視
る
で
あ
ら
う
か
｡

次

に
氏
の
文
字

の
任
用
が
甚
し
-
不
常
で
あ
る
｡
今
日
現
存
す
る
地

誌
に
射
し
て
､
仝
-
鵜
る
も
の
で
あ
り
且
つ
秘
め
て
偏

っ
た
も
の
を
地

誌
鍵
と
榊
す
る
は

内
辞
は
と
も
あ
れ
､
名
前
と
し
て
は
不
適
常
な
る
こ

と
は
比
に
小
舟
博
士
の
放
か
れ
た
排
で
あ
る
が
､
同
様
に
人
口
粗
砕
､

地
誌
細
砕

の
如
き
も
今
日
の
雑
件
と

い
ふ
宇
治
み
る
以
上
他
に
名
H
を

附
す
べ
き
で
は
な

い
か
e
叉
氏
の
術
単
的
文
字

の
収
用
と
し
て
は
碑
村

と

い
ふ
の
を
長
方
形
劫
の
住
居
群
､
日
本

の
町
村
と

い
ふ
の
を
特
に
日

本
抑
砧
の
町
村

(
日
本
押
比
の
多
-
の
鵜

々
の
う
ち
町
村
を
も
つ
の
は

H
本
内
地
だ
け
だ
)
と

い
ふ
が
如
き
唖
恕
す
べ
き
で
あ
る
｡

｡'=
枚
に
氏
は

｢
地
誌
の
桝
兜
J
に
於

い
て

｢
人
文
他
州
嘩
中
に
地
誌

gi
な
る

1
火
分
科
を
創
ルー
J
云
々
｣
そ
の
他
測
る
虎

に

｢
堺
問
の
創
設

新
｣
な
る
翁
群
を
窓
に
し
て
ゐ
る
が
､
創
納税
と
か
獅
創
と
か
い
ふ
こ
と

は
今

日
の
骨
純
及
び
通
JFij:
を

ll
通
り
検
討
し
て
か
ら
非
ず
る
も
の
で
は

な
か
ら
う
か
｡
地
滋
塀
を
以
て
人
文
地
川
蝉
の
.i
大
分
科
な
り
と
主
張

す
る
以
上
'
今
日
梶l
竹井
に
於

い
て
稚
め

ら
る1
分
軸
を
打
破
す
べ
尊
名

給
串
祝
を
瑞
ぐ
べ
き
1.J
は
な

い
か
｡

詳
解
は
決

し
て
仰
謂
喧
嘩
腰
を
以

て
批
評
に
附
む
も
の
で
は
な

い
O
氏
が
教
室
の
骨
計
怖
助
手
と
し
て
鵜

脚
そ
の
職
に
あ
る
伴
､
刻
狩
猟
蝉
し
て
鐸
多
の
論
文
を
も
の
せ
ら
る
1

は
仝
-
故
服
す
る
と
こ
ム
で
あ
る
が
'
爪
.E
妃
の
氏
の
論
調
は
ド
グ

マ
か

甘
桝
的
街
抗
か
推
し
-
糾
問
的
蛇
浴
を
解
し
て
ゐ
る
と
円
心
は
ざ
る
を
得

な

い
｡
氏
の
絹
に
誠
に
お
し
み
敢

て
守
宮
を
濃
す
る
次
餌
で
あ
る
｡
叉

川
版
元
た
る
古
今
誹
悦
は
健
秀
の
地
桝
納
伸
輔
を
刊
行
す
る
を
以
て
名

祁

朝

あ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
､
叔
近
し
を
-
に
倍
嗣
な
る
啓
緒
を
刊
行
す
る

は
不
況
の
折
柄
と
は
い
[
こ
れ
亦
迫
憾
で
あ
る
0
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石
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絶
次
郎
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岡
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ゐ
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史
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潮
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射
し
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､
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が
ど
う

い
ふ
努
力

を
し
た
か
､
ど
う
い
ふ
経
路
で
新
し

い
利.
を
作
-
つ
て
ゆ
-
か
'
即
日

蝕
と
人
間
と

の
土
地
に
封
す
る
密
接
な
脚
係
を
肌
に
せ
ん
と
し
て
､

こ

の
珍
ら
し
い
か
子
を
世
に
問
ほ
れ
た
'
歴
史
的
脚
光

の
給
苑
が
十
分
有

力
に
働

い
て
ゐ
る
こ
と
は
叫
迄
も
な

い
こ
と
で
あ
る
'
菊
版
七
十
四
餌

挿
問
十
二
､
地
方
研
究
家
に
と
つ
て
は
珍
ら
し

い
参
考
襟
で
あ
る
｡
定

僻
四
十
鋼
は
･班.
に
焚
教

で
あ
る
､
出
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市
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日
本
南
阿
聯
邦
貿
易

耐

阿
大

蔵
省

発

行
の
斑
易
統
計
iJ
よ

れば
1.
空
三
年
一
月
乃
竺
二
月
の
三
ケ
月
間
に
於
け
る
南
阿
聯
邦
紙

輸
入
柄
は
千
三
甘
九
十
前
五
千
塀
に
達
し
前
年
同
期

の
抽
入
に
比
し
三

甘
四
十
滞
櫛
を
械
じ
た
'
そ
の
う
ち
勿
論
英
本
聞
及
各
鵜
代
地
か
ら
約

七
百
祇
櫛
を
輸
入
し
た
米
餌
は
約
二
打
概
砂
､
掬
鞄
は
八
十
五
満
櫛
に

っ
い
で
日
本
節
四
位
を
し
め
四
七
八
､
凹
八
八
櫛
に
上
っ
た
､
そ
の
別

命
昨
年
庇
の
二
｡
六
%
に
比
し
て
､
三
｡
七
%
に
相
加
し
た
'
そ
の
輸
入

印

空

七
三
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三
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五
八
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九
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六
六
七

八

'
八

六

二

第
十
六
合

鰐
大
紋

宅

肘

七
四

霜
礎
盤
も
盛
で
あ
る
､
従
っ
て
白
色
大
輪
が
よ
る
こ

ぼ
る
､
そ
こ
で
日

本
か
ら
輸
出
す
る
も
の
は
､
.
L
iliu
m

lo
n
gi
f
or
a
m

F
o
rm
o
su
m

典
故
と
い
は
る
ゝ
も
の
古
-
よ
り
知
ら
れ
好
評

で
あ
る
'

そ
の
挺
種
た

る
放
生
は
北
が
見

串
で
あ
る
け
れ
ど
も
晩
生
で
あ
る
L
t
花
が
長
持
し

な
い
の
で
こ
ま
る
t
F
i･a
b
u

の
紬
故
も
評
判
が
よ

い
O

Li
liu
m

to
n
gi
f
lo
r
am
G
ig
an
tu
m

の
北
方
稗
が
舘
用
さ
れ
る

本

邦
の
服
政
耐
人
は

歴
々
南
方
縄
を
北
方秤
と
詐
り
叉
は
之
に
氾
食
す

る
の
で
信
州
を
解
し
た
O
北
方
純
は
樹
が
丈
夫
で
大
輪
の
花
を
ひ
ら
き

冷
兆
に
堪
え
る
か
ら
で
あ
る
'
南
方
和
は
成
長
触
り
速
で
貯
舵
が
川
衆

に
-

い
r'

日
本
の
甘
食
根
は
右
の
曲
り
切
花
米
肴
を
目
的
と
す
る
か
ら
大
泉
箱

人
の
ま
ゝ
'Tg
引
Q,}
れ
る
､
フ
ォ
ル
モ
サ
は
､

右
の
如
-
紬
組
物
は
前
非
同
期
に
比
し
て
倍
和
し
た
､
封
中
難
民
蛸
綿

布
輪
川
不
収
の
肝
､
封
前
阿
粕
川
の
逝
脱
は
抜
目
に
仰
す
べ
-
'
本
邦

製
棚
布

の
攻
僻
に
刺
轍
せ
ら
れ
シ
ー
チ
ン
グ
及
フ
ラ
ン
ネ
ル
'
約
三
助

の
暇
人
は
榔
榊
の
仰
向
で
あ
っ
て
､
炎
固
織
布
も

日
本
=州
と
対
抗
上
氾

-
佃
下
を
す
る
と
い
ふ
茄
で
あ
る
､
人
絹
と
ゴ
ム
域
靴
も

昨
却
下
中
期

以
水
引
き
つ
L･き
耕
著
な
る
鶴
川
.HT･J
示
め
し
て
ゐ
る
O

O

内

本

の
富

合
稚

根

の

英

国

行

英
閥
で
甘
合
板
は
大
部
分

花
井
栽
拙
策
額
が
切
花
を
柑
る
た
め
に
つ
-
る
､

1
兆
が

一
法
内
外
以

上
で
う
れ
る
.
花
輪
と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
'
イ
ー
ス
タ
ー
の
季
節
に
井

大
小

一
節
の
故
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蒜
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僻
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僧
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志

田
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こ
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ー
こ
､
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侶
高

何
倍

三
､
11七

-

こ
､
蒜

三'完
､六
-

;ll.二六

共
他

の
も
の
は

l
祐
二
穆
内
外
で
偶

が
や
す

い
､

1
九
二
九

-
三
〇

年
に
本
邦
不
作
の
軸
や
･J
過
大
に
停

(
ら
れ
た
か
ら
､

l
時
に

M見煽
ら

れ
て
高
-
な
っ
た
'
し
か

し
壮
非
的
不
況
の
た
め
に
今
日
で
は
あ
ま
り

尚
-
は
な
い
､
右
の
倣

い
方
の
僻
で
見
常
で
あ
る
'

1
九
二
七
年
に
は



七
甘
九
十
流
刑
約
九
鵜
千
碑
を
輸
入
し

1
九
二
九
年
に
は
六
T何
十
水
仙

七
溺
証
千
秘
を

一
九
三
〇
坤
に
は
六
百
三
十
前
側
七
粥
七
十
秘
を
輸
入

し
た
'
本
邦
の
故
紙
務

は
こ
の
日
的
を
熟
知
し

て
不
･比
2m
を
剛
比
L
t

E川
和

の
改
昔
を
は
か
つ
て
備

州
す
る
な
ら
ば
､
永
-
拭
顔
‖州
と
し
て
珊

用
さ
れ
る
で
あ
ら
う
､
加
奈
陀
組
路
で
輸
出
す
る
と
親
低
の
鵬
僻
で
･1-

餌が
わ
る
-
な
ら
ぬ
'
パ
ナ
マ
細
山
は
政
も
わ
る
-
'

ス
エ
ズ
迎
河
経

由
の
ガ
が
よ

い
や
う
で
あ
る
｡

o

ア

ル
磯

ン

争

ン
団

の

経

済

ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
は
訴
外
関
根

に
不
凡加
銘
で
な

い
t

LI
九
三
1
年
度
に
於
て
瞭
3=川
六
億
二
干
満
ペ
ソ
､

蹄
人
五
位
二
三
千
i=鵬
ペ
ソ
'
差
引
約

一
位
金
ペ
ソ
の
日
延
に
な
る
勢
で

あ
る
J
ペ
ソ
は
日
本
袋
約
二
榊
に
あ
た
る
'
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
鯛
の
紐
所

の
窺
汝

は
こ
賊
に
分
た
れ
る
､

t
八
九
〇
-

1
九

1
0
年
O
餓
踏
､
歴

然
の
敢
珪
仲
代
格
納
代
仲
代
で
'
そ
の
移
蛇
の
内
祝
水
三
甘
人
以
上
の

打
溺
長
瀞
が
ゐ
る
､
北
ハ内
二
打
人
以
上
は
仰
大
利
人
で
他
は
ス
ペ
イ
ン

人
で
あ

る
｡

.I
九
二
六
舛
以
降
は
新
繁
栄
時
代
に
入
っ
て
仙
泣
､
製
法
紫
の
窺
近

め
ざ
ま
し
-
'
耕
作

両

群
が

聯
加
し
比
績
物
の
抑
制
が
相
加
し
た
t
L

か
し
こ

の
繁
華
は

近
中
で
止
ま
っ
た
Q

節

TJ
に
イ
リ
ゴ
エ
ン
政
肘
が
外
光

の
流
入
を
阻
止
し
た
､
即
ち
新
ら

し
-
外
糾
溌
本
の
流
入
を
城
捌
故
紙
に
ょ
-
附
止
し
た
の
で
あ
る
｡

新
二
に
腔
作
物
の
世
非
的
下
終
に
捌
す
る

対米
が
な
か
っ
た
'
雛
三

∫

に
世
外
相
不
故
紙
が
や
っ
て
き
た
の
で
､
品.物

が
与
れ
な
-
な
っ
た
'

し
か
し
北
米
合
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的
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如

恥

り
に
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し
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打
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将
か
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釦
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劫
欝
で
あ
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こ
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な
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と
'
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軸
で
人
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大
部
分
白
人
で
あ
る
こ
と
､
現
在
千
二
甘

鞘
の
白
人
と
､

十
三
端
人
の
努
等
人
称
が
ゐ
る
､
さ
う
し
て
年
々
三
十
端
の
樹
加
が
あ

る
が
'
二
十
前
人
は
出
生
に
よ
り
十
筒
人
は
移
民
で
あ
る
｡
外
資
三
十

五
億
兆
が
働

い
て
ゐ
る
が
､
大
部
分
は
英
閲
､
次
に
米
図
と
俳
閥
で
あ

る
､
従
っ
て
姓
防
炎
は
合
衆
閥
を
除
き
世
堺
筋

l
と

い
っ
て
よ

い
程
に

市
-
.
血
満
船
皮
も
亦
倣
洲
の
鯵
民
細
よ
り
も
泡
に
商

い
､
こ
の
囲
蛇

の

1
ヶ
年

一
人
の
平
均
脚
兜
満
は
左
の
加
で
あ
る
｡
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五
立
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靴
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足
と
い
ふ
の
む
見
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附
出

の
あ
ら

い
こ
と
が
わ
か
る
｡
日
下

産
業
は
締
給
の
均
術
を
保
ち
､
既
成
物
の
励
伯
が
安
-
な
っ
た
の
で
､

鎧
莱
出
産
が
盛
ん
に
な
る
'
地
代
や
静
鎚
鎚
貨
が
二
三
割
方
下
っ
た
う

(
に
'
小
歩
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付
弼
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を
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分
三
組
方
城
少
す
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と
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ふ
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う
な
姫
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ゐ
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｡

:===繭
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正
塘
畔
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は
三
位
五
千
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ペ
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紙
裡
発
行
高
に
刺
し
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割

八
分
の
準
備
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あ
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､
人
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一
人
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封
す
る
聯
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衆
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よ
り
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仰
細
よ
り
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い
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潤
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あ
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､
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U
M
人
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も
t

fi
人
甘
六
十
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で
あ
っ
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入
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十
誠
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カ
ナ
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二
打
川
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興

工

索

東
邦
と

い
(
ば

東
独
､
閉
陣

敬

的
.
鋼
雑
.剛
耕

p按
雑
な
ど
い
ふ

も
の
が

時
代的
の
エ
柴
nW
で
あ
る
が

し
か
し
千
句三
の
iL
郷
に
も
新
し

い
工
業
が
興
っ
て
き
た
.
勿
論
､
製
紙

枯
榊
な
ど
い
ふ
余
工
業
は
柄
で
は
な
-
'
製
紙
､
洋
次
'
糾
紡
約
㌧
製

粉
､
製
枇
呼
の
糾

工
梨
が
起
る
地
比
的
素
質
を
も
持
ち
分
は
き
な
い
｡

そ
こ
で
鴻
池
納
経
霊
聖

朗
化
塔
工
栄
'
購
.ri
=仰
､
加
工

品

の
エ
栄
が

弟
は
し
い
+LII郷
に
州
艇
し
て
査
収
せ
ん
と
し
て
ゐ

る
｡
粗
衣
新
興
の
エ

光
と
し
て
約

1
に

エ
ム
ブ
ロ
イ
ダ
リ
ー
｡
レ
ー
ス
を
あ
げ
ね
ぽ
な
ら
ぬ

レ
ー
ス
の
細
目
と
い
(
ぼ
経
木
費
雑
品
で
'
高

い
悦
椀
を
糾

っ
て
瑞
;雌

か
ら
舶
氷
し
た
が
､
近
明
日
本
村
人
は
袖
日
に
之
を
川
ひ
必
.*
=M
に
な

っ
た
'
そ
こ
で
日
本

レ
ー
ス
株
式
骨
札
が
大
正
十
五
年
十
二
月

(
混
十

航
樹
)
創
立

さ
れ
た
｡
政
肝

も
亦

レ
ー
ス
の
輸
入
に
焚
北
枕
を
か
け
て

之
を
伴
推
し
た
の
で
､
4
7
日
で
は
ジ
ャ
ガ
ー
ド
式
レ
ー
ス
梯
桃
を
臓
入

し
て
作
-
つ
て
ゐ
る
｡
今
日
で
は
こ
の
骨
紋
に
二
十
lj
.戦
機
二
田
打
名

を
桃
し
咋
即
甘
前
脚
を
成
し
断
銚
SHLiL本
の
レ
ー
ス
非
を
リ
ー
ド
し
て
ゐ

る
'
た
i{
し
ま
だ
外
聞
〓州
と
脂
外
で
競
節
が
〓
氷
る
礎
に
な
っ
て
ゐ
な

い
の
が
拭
念
で
あ
る
｡
攻
に
屯
織
物
に
関
し

て
は､
搾
取
如
拙
の
ア
ル

パ
カ
代
用
=州
と
し
て
(
ア
ル
パ
カ
の
輸
入
舛
桝
七
甘
鞘
刷
に
連
す
る
)
演

都
織
物
株
式
骨
批
が
シ
ル
バ
ー
的
な
川
し
は
じ
め
た
､
明
胎
二
十
年
の

創
立
費
本
刑
甘
鞘
榊
の
骨
批
で
あ
る
が
､
こ
の
シ
ル
バ
ー
は
純
利
五
印

刷
か
ら
純
砂
川
さ
れ
た
も
の
で
'
人
絹
を
以
て
ア
ル
パ
カ
に
代
っ
た
も

の
で
あ
る
｡
細
工
解
も

こ
れ
を
非
常
に
憾
良
潤
し
て
ゐ
る
が
'
抑
揚
に

節
六
雛

田

虫

七

六

出
て
か
ら
ま
だ

ti
年
に
し
か
な
ら
ぬ
耽
れ
ど

も
､
滑
水
は
洋
服
基
地
と

し
て
大
に
猿
捷
す
る
で
あ
ら
う
｡

節
三
に
ク
ロ
ス
エ
柴
を
記
し
て
お
き
た

い
'
松
雄
我
蛾
で
は
令
姉

の

お
先
に
す
る
ク

ロ
ス
が
川
水
な
ん
だ
､
そ
こ
で
大
正
八
年
に
資
本
金
甘

前
脚

の
ク
ロ
ス
工
業
林
式
骨
批
が
東
都
に
川

氷
､
今
日
で
は
砕
ど
輸
入

]

を
杜
絶
し
て
し
ま
っ
た
'
火
j
<
年
に
は
ニ
T
端
ヤ
ー
ド
を
庫
し
た
あ

が
十
年
筏

の
今
旦

二
宮
端
ヤ
ー
ド
を
産
し
輪
ど
輪
入
ク
ロ
ス
が
兜
-
な

り
か
け
て
ゐ
る
､
号
っ
し
て
固
定
教
科
晋
用
を
は
じ
め
絡
柚

の
常
背
に

川
ひ
ら
れ
'
脚
本
時
代
に
そ
の
流
行
に
乗

じて
大
に
獲
娘
し
た
の
で
あ

っ
た
｡
獅
虫
近
は
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ス
を
作
製
す
る
に
覚
り
随
梅
帯

革
に
約
め
る
や
う
に
な

っ
た
｡

酢
凹
に
ネ
ク
タ
イ
工
業
も
梅
純
に
な
ら
ぬ
､
苅
都
で
は
大
武
七
年
に

叶
中
内
骨
が
神
城

を
輪
入
し
て
嗣
ネ
ク
タ
イ
を
つ
-
り
は
じ
め
た
が
へ

笛
初
愉
人
が
杜
絶

して
ゐ
た
の
で
､
人
絹

の
ネ
ク
タ
イ
十
五
錦
位
の
も

の
が
､

.1
糊
に
も
う
れ
て
大
に
利
付
し
た
､
今
日
で
は
フ
レ
ン
チ
編
ネ

ク
タ
イ
機
械
.を
輸
入
し
'
こ
れ
に
ジ
ャ
カ
ー
ド
を
か
け
て
､
非
常
に
締

り
の
も
の
を
つ
-
る
や
う
に
な
っ
た
.

1
本

一
例
乃
'AH

脚
五
十
蛸
t

H
T
m
中
内
骨
だ
け
で
も
中
産

1
溺
ダ
ー
ス
を
下
ら
ず
'

い
づ
れ
は
支

那

へ
簡
約
す
る
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
｡

0

本

邦

製

ゴ

ム
靴

の
南

方

進

出

ゴ
ム
底
カ
ン
バ
ス
靴
は
泣
叫

ヒ
-
ツ
ピ
ン
に
遊
川
し
､
米
桝
及
シ
ン
ガ
ギ
ー
ル
の
製
品
と
鋸
辞
し
て

ゐ
た
'

こ
と
に
米
鯛
は

一
九
二
九
咋
迄
は
節

11位
で
月
解
十
菰
比
に
上

っ
た
が
'本
畔
上
や
糊
蛇
要
り
日
本
盤
は
釆
樹

の
未
の
五
倍
忙
接
し
た
'



ti
九
二
六
非
に
大
前
三
千
此
二

九
二
八
年
に
十
七
拭
八
千
此
二

九
二

九
年
十
六
鴻
九
千
九
と

い
ふ
の
で
あ
っ
た
が

-i
九
三
〇
叫
に

1
耶
三
十

鵜
九
千
兄
二
十
五
端
ペ
ソ
に
上
っ
た
｡
本
年
上
中
糊

に
は
五
十
二
流
六

千
凪
に
榊
加
し
た
'
以
て
北
へ
の
逝
川

の
池
か
な
る
を
見
る
で
あ
ら
う
'
と

リ
ツ
ビ
ン
で
北
も
絹
朝
の
あ
る
の
は

C
a
n
v
a
s

Pm
b
b
e
r

S
h
o
e
s
,

C
r
e
p
e
S
o
le
C
an
v
a
s
S
h
o
e
s
,
P
u
n

S
h
o
e
s
等
で
カ
ン

バ
ス
は

.:B

御
用
'
皮
耶
靴
の
代
川
に
よ
り

白
色

の

も
の
が
締
州
が
多

い
'
土
代
の

此
約
が
向
上
し
て
耽
兄
の
も

の
が
段
々
と

こ
の
靴
を
は
-
や
う
に
な

っ

た
か
ら
1g
.
川
が
榊
加
L
t
坊
働
碑
や
下
級
蛇
が
ス
リ
ッ
パ
の
代
州
と
し

て
良
雄
の
足
に
県
内
の
カ
ン
バ
ス
を
は
き
だ
し
た
｡

ス
ト
ラ
ッ
プ
付
よ

り
も
糾
付

の
ガ
が
:i
安
が
よ
-
､
納
期
よ
り
も
大
判
が

.1
舵
に
向
-
'

大
人
川
は
北
､
六
の
二
和
サ
イ
ガ,
が
よ
-
う
れ
て
'
七
'
八
'
九
は
労

働
教
父
は
地
ガ
向
で
あ
る
'
鵬
什

ゴ
ム
靴
は
ク
レ
ー
プ
ソ
ー
ル
に
比
し

柵
判
で

ス
マ
ー
ト
な

の
が
諮
ば
れ
る
ポ
ン
プ
靴
は
勝
北
が
よ
-
脱
辞

に

仙
利
な
か
ら
都
留
申
開
人
に
愛
川
さ
れ
る
O

火
板
と
榊
戸
が
そ
の
醗
川
港
で
､

マ
ニ
ラ
'
セ
ナ
'
イ
ロ
イ
P
t
ダ
ケ

ア
オ
山
件
帖
に
帖
似
せ
ら
れ
､

マ
ニ

ラ
が
過
小
を
し
め
る
'

ゴ
ム
拭
カ

ン
バ
ス
靴
は
同
岬
に
印
舵
に
も
赴

川

し
た
'
碓
氷
カ
ル
カ
ツ
･<L
で
は
カ

ナ
が
､

兆
､
米
､
三
川

の
山
城
で
あ

っ
た
が
'
故
舛
前
に
比
し
本
邦
日脚

は
こ
J
で
も

1
躍
数
十
倍
に
上
-
､
枚
米
に
櫨
{:?
し
て
約

一
位
と
な
っ

た

.i
九
二
八
-
二
九
叫
に
先
十
二
鵜
七
千
九
甘
兄
で
あ

っ
た

山
が
共
架

叫

に
凶
fn
川
北

三
千

七
'白
丸
と
な

-
､
木
叫
先
月

の
み
で

打

三
十
七
鴫

訃
千
.fTTTiW
兄
〔
帆
柿
七
十
七
慌
三
千
北
村
留
比
)
に
托
し
た
O

;;.:.し
い.]
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勿
鈴
余
部
が
カ
ン
バ
ス
で
は
な
-
.
他
の
靴
も
あ
る
が
'
そ
の
四
割

乃
糞
五
割
は
之
に
屈
す
る
'
充
水
巡
捌
靴
と
し
て
の
本
品
は
､
靴
下

の

位
川
を
好
ま
な

い
印
庶
人
の
晴
好
に
油
し
印
度
製
催
物
に
比
べ
て
も
其

仰

格が
耽
脈
で
､
∬
耐
久
性
が
あ
る
約
兆
か
や
う
に
常
磐
が
大
に
遊
ん

だ
の
で
あ
る
､
し
か
し
本
邦
nM
は
カ
ン
バ
ス
と
底
と
の
接
合
部
が
胞
-

離
れ
や
す

い
秋
靴
が
あ
る
の
で
改
良
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
｡

本
邦

の
商
人
は
哉
解
し
て

.i
岬
に
多
数

の
鮮
込
商
人
を
つ
く
っ
て
､

滋
も
の
を

つ
か
ま
す
肺
が
多

い
｡
こ
の
際
常
離
帝
が
排
志
し
て
例
を
上

げ
ず
何
時
に
日脚
封
を
低
ド
し
な

い
で
永
迫

の
脚
教
を
心
掛
け
て
ほ
し

い

と
心
ふ
O
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麿

答

問

米
国

の

綿

花

と

其

の
全
速

傾

向
｡

(
大
阪

紡
北
)

容

米
閥
臆
務
絹
は

一
九
三
〇
舛
赤
綿
花

の
慨
柿
が
下
搭
す
る
と
､

仙
花
紙
制
協
骨
を
虫
じ

1
九
二
九
舛
収
椎
の
相
北
約
甘
三
十
茄

バ
ー
ル

を
只
上
げ

一
九
三

-1
叩
七
月
迄
之
を
巾
場
に
川
さ
な
か
つ
た
が
'
し
か

し

.i
九
三

41
舛
収
路
地
恕
千
誠
仔
五
十
八
鵡
川
千
バ
ー
ル
と
鋸
盤
さ
れ

た
ゝ
め
棉
花
の
僻
柿
は
愈
下
浴
し
た
'
楽
し
壮
健
過
剰
を
班
ひ
て
､

..

九
三

〇
中
林
に
蝕
に
棉
花

の
作
付
耐
細
を

1
割
方
減
じ
た
の
に
'
解
除

宥

の
故
串
が
川
て
之
を
放
縦

の
持
越
分
に
介
す
と

-L
九
三

1
年

の
供
給

瑞
は
二
千
的
1･r
鵜
バ
ー
ル
に
捜
し
､
向
ふ

山
輔
弼
に
於
け
る
世
非

の
米

州
試
筆
杓
は
千
三
什
鵡
乃
充
千
川
好
餌

バ
ー
ル
に
脱
ぎ
な

い
か
ら
'
約

li
千
甘
珊
バ
ー
ル
の
棉
北
が
'
水
舛

(
持

こ
さ
れ
､
そ
れ
が
吏
ら
に
明
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